
思いやりのある子

「周りを幸せにできる、そんな人になりたい。」

加須市立騎西小学校

校 長 大 勝 進

２学期になり、だいぶ涼しくなってきました、と言いたいところではありま

すが、９月の下旬になっても相変わらず暑い日々が続いています。しかし、朝

や夕方は秋の空気を感じられるようになりました。早いもので令和５年度も折

り返しの時期になりました。学校では１０月１７日に実施される加須市小学校

陸上競技会に参加する６年生による陸上練習や社会科見学の準備を進めるな

ど、子どもたちの活動が活発になってきました。

１９８８年にエフエム埼玉として開局した「 エフ

エムナックファイブ」、今年の１０月３１日で開局３

５周年を迎えるそうです。普段ラジオを聞かない方で

も、ナックファイブの放送は聴いたことがあると思い

ます。個人的にわたし自身はナックファイブとともに

生きてきたような人間です。アルバイト先のスーパーマーケットでは、店内で

ナックファイブがずっと流れていました。一人暮らしをはじめて、心細かった

ときもナックファイブを聴いてきました。教員になってからは、出勤退勤して

いる車の中でずっと流れています。今でも休日のドライブ中の車の中は、ナッ

クファイブです。

パーソナリティが読む視聴者からのメッセージ、思い出の音楽、イベントや

スポーツ番組、面白おかしいキャラクターの登場など、埼玉で暮らすわたした

ちにとってとても身近な放送局です。わたしは放送を聴いて、何度も励まされ

たり、癒やされたり、笑ったり、涙を流したりしました。それはわたしだけで

なく、多くの方も同じ経験をしたことと思います。今までも、これからも、ナ

ックファイブはわたしたちを「幸せ」にしてくれることでしょう。

学校では「思いやりのある子」になってください、「相手の気持ちになって

考えられる子」になってください、と子どもたちに指導しています。それは学

習の時間だけでなく、休み時間や給食、清掃などあらゆる教育活動の中で行っ

ています。「あなたと一緒にいると幸せな気分になるよ。」「一緒にいて楽しい

ね。」そんな言葉をかけられる人間になってくれたらうれしいです。

学校教育目標
「進んで学ぶ子

思いやりのある子
明るく元気な子」
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